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第８章 公共交通の利便性の増進等に向けた取り組み（第４章から

第７章までに掲げる事業及び措置と一体的に推進する事業

に関する事項） 
 

８-１ 公共交通機関の利便性の増進、特定事業及び措置の推進の必要性 

 

（１） 現状分析                                              

２地区ともＪＲ・静岡鉄道の鉄道２路線とバスターミナルを擁する交通結節点で

あり、それらの公共交通を利用した来街者が多いことから、公共交通のさらなる利

便性向上が求められる。その一方で、マイカーや自転車での来街者も多く、多様な

交通モードを受け入れる環境づくりも必要である。また、静岡地区では町人町エリ

アと御伝鷹エリアが御幸町通りで分断され、清水地区では清水駅西口と東口がＪＲ

線路で分断されているとともに、清水駅～新清水駅～ウォーターフロント日の出地

区が離れており、徒歩を中心に区域内を回遊できる環境づくりが求められる。特に

清水地区においては、隣接する観光地との繋がりの強化も求められる。前計画にお

いて、静岡地区ではしずマチ地下道内装工事等を実施し、清水地区では清水駅西土

地区画整理事業等を実施した。 

それら過去の取り組みの積み重ねにもかかわらず、１-５「中心市街地の状況」

記載のとおり、まちの活力が減退傾向にある現状においては、〝わくわく ドキド

キ〟と楽しさ・豊かさを享受し、〝てくてく らくらく〟と回遊・滞在できるまち

となるよう、更に公共交通の利便性の増進等を図ることが求められる。 

 

（２） フォローアップの方策                                       

第８章に位置付けた各事業については、計画期間中毎年度事業の進捗状況を確認

し、必要に応じて計画の変更や事業の改善等を行う。 
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８-２ 具体的事業の内容 

【静岡地区】 

（１） 法に定める特別の措置に関連する事業                             

該当なし 

 

（２） 認定と連携した支援措置に関連する事業                           

 

① 認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した特例措置に関連する事業       

該当なし 

 

② 認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した重点的な支援措置に関連する事業   

 該当なし 

 

（３）  中心市街地の活性化に資するその他の支援措置に関連する事業           

 

事業名、内容 
及び実施時期 実施 

主体 中心市街地の活性化を実現す
るための位置付け及び必要性 支援措置の内容 

及び実施時期 その他 
の事項 

115-1 

事業名 
静岡鉄道新車両導入
事業 

内容 
２地区を結ぶ静岡鉄
道静岡清水線におい
て、情報提供用液晶
画面、車いす・ベビ
ーカー用スペース、
高効率モーター等を
備えた新車両全 24

両（12 編成）の導
入 

実施時期 
Ｈ27～ 

静 岡 鉄
道 株 式
会社 

重点機能「交通」の充足に
向けた事業である。 
２地区を小回り良く結び、
市民の日常の足として利用さ
れている静岡鉄道の車両は、
供用開始から 40 年が経過
し、老朽化が進んでいる。同
鉄道の車両を新たに導入し、
バリアフリー化、快適性の向
上、環境負荷の軽減、剛性の
強化等を実現し、公共交通利
便性の向上や２地区間の往来
の向上を図ることが求められ
る。 

支援措置 
地域公共交通確
保維持改善事業
（地域公共交通
バリア解消促進
等事業） 

支援措置実施時期 
Ｈ27～ 

 

116-1 

事業名 
しずてつジャストラ
イン低床バス導入事
業 

内容 
乗合バス車両（337
両）の低床化 

実施時期 
Ｈ11～ 

し ず て
つ ジ ャ
ス ト ラ
イ ン 株
式会社 

重点機能「交通」の充足に
向けた事業である。 
静岡駅北口や新静岡駅にバ
スターミナルを擁する静岡地
区においては、バスは市民の
日常の足として大変重要な交
通手段である。中心市街地へ
の交通アクセスを向上させ、
来街者の増加によるにぎわい
創出や地域経済活性化を図る
ためにも、高齢者や障がい者
にも利用しやすいバスの環境
整備を推進することが求めら
れる。 

支援措置 
地域公共交通確
保維持改善事業
（地域公共交通
バリア解消促進
等事業） 

支援措置実施時期 
Ｈ24～ 
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12-3 

事業名 
御伝鷹エリア共通駐
車場システム「御伝
鷹にとめざー」構築
事業【再掲】 

内容 
御伝鷹エリア（御幸
町、伝馬町、鷹匠一
丁目）の大型店・商
店街・個店・民間駐
車場等で利用できる
共通駐車場システム
の構築 

実施時期 
Ｈ27～ 

御 伝 鷹
ま ち づ
く り 株
式会社、
御 幸 町
発展会、
伝 馬 町
発展会、
鷹 匠 一
丁 目 商
業 発 展
会 等 

中軸施策「静岡の特徴ある
商業空間の形成」に位置付け
られ、また重点機能「交通」
の充足に向けた事業である。 
コンパクトシティの実現を
図り、徒歩・自転車や公共交
通機関での来街を推進すると
ころだが、相対的にマイカー
での来街が多い現状において
は、多様な来街手段を受け入
れる環境の整備が必要であ
る。特に、マイカーでの来店
が多い大型店や商店街・個店、
民間駐車場等で利用でき、市
民・来街者にとって利便性が
高く、商業・交通事業者にと
って有益な駐車場システムの
構築を図ることが求められ
る。 

支援措置 
地域商業自立促
進事業 

支援措置実施時期 
Ｈ27 自立促進
調査分析事業 
Ｈ28 自立促進
支援事業 

 

117-1 

事業名 
静岡鉄道施設耐震対
策推進事業 

内容 
静岡鉄道静岡清水線
の重要橋梁（古庄国
道橋、栗原跨線橋）
の耐震化 

実施時期 
Ｈ27～Ｈ30 

静 岡 鉄
道 株 式
会社 

重点機能「交通」の充足に
向けた事業である。 
２地区を小回り良く結び、
市民の日常の足として使用さ
れている静岡鉄道の橋梁は、
建設後 50 年が経過し、老朽
化が進んでいる。今後も２地
区の往来を安全に行うために
は、早急な耐震対策が必要で
ある。また、同橋梁は、災害
時の緊急輸送路である〝国の
大動脈〟国道１号及びＪＲ東
海道線上に架かっている。東
南海トラフ地震などの大規模
災害の発生が予想される中、
災害時の避難・救護活動、緊
急支援物資の輸送等を円滑に
実施するためにも、早急な耐
震対策が求められる。 

支援措置 
鉄道施設総合安
全対策事業 

支援措置実施時期 
Ｈ27～ 

 

 

（４）  国の支援がないその他の事業                                  

 

事業名、内容 
及び実施時期 実施 

主体 中心市街地の活性化を実現す
るための位置付け及び必要性 支援措置の内容 

及び実施時期 その他 
の事項 

118-1 

事業名 
観光自転車ネットワ
ーク事業（レンタサ
イクル運営事業） 

内容 
市内各所におけるレ
ンタサイクルの貸与 

静 岡 市
観 光 自
転 車 ネ
ッ ト ワ
ー ク 協
議会 

中軸施策「徒歩・自転車で
の回遊・巡りやすさの推進」
に位置付けられた事業であ
る。 
静岡市は平坦な土地が広が
り、坂が少ない地勢的特徴を
有する。その特徴を活かし、
中心市街地内はもとより、中
心市街地から周辺観光地へ赴
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実施時期 
Ｈ25～ 
 

く際など、自転車による回遊
を促進することが求められ
る。 

119-1 

事業名 
サイクルトレイン運
行事業 

内容 
自転車を持ち込める
臨時電車の運行 

実施時期 
Ｈ16～ 

静 岡 鉄
道 株 式
会社 

中軸施策「徒歩・自転車で
の回遊・巡りやすさの推進」
に位置付けられた事業であ
る。 
静岡市は平坦な土地が広が
り、坂が少ない地勢的特徴を
有する。その特徴を活かし、
中心市街地内はもとより、居
住地から中心市街地への来街
や、中心市街地から周辺観光
地へ赴く際など、自転車によ
る回遊を促進することが求め
られる。特に、自転車を持っ
たまま公共交通で来街し、あ
るいは２地区間を往来し、に
ぎわいの創出や消費喚起を図
ることは有用である。 

  

120-1 

事業名 
ちびまる子ちゃんラ
ッピング電車運行事
業 

内容 
静岡鉄道静岡-清水
線における地域資源
アニメキャラクター
のラッピング電車の
運行（日に 13 本程
度） 

実施時期 
Ｈ27～28 

株 式 会
社 エ ス
パ ル ス
ド リ ー
ム プ ラ
ザ、静岡
鉄 道 株
式会社 

重点機能「交通」の充足に
向けた事業である。 
静岡市・清水地区の地域資
源であるアニメキャラクター
を活かし、国内外からの来街
を促すことによって、にぎわ
いの創出や地域経済の活性化
を図ることが求められる。特
に、地域資源アニメに親しむ
ことのできる電車を運行し、
２地区間の往来を促し、回遊
性の向上を図ることは有用で
ある。 

  

121 

事業名 
駿府浪漫バス運行事
業 

内容 
静岡地区内を周回す
るバスの運行（毎日
10時～18時を 30
分間隔で運行、大人
100 円こども 50
円） 

実施時期 
Ｈ12～ 

し ず て
つ ジ ャ
ス ト ラ
イ ン 株
式会社 

重点機能「交通」の充足に
向けた事業である。 
コンパクトシティの実現を
図り、徒歩や公共交通機関で
の回遊を推進することが求め
られる。特に、来街者の利便
性向上や観光振興に向け、静
岡地区内の商業・観光・交通
等の各拠点を細かく結ぶ周回
バスの運行は有益である。 

  

122 

事業名 
中心市街地お買物シ

静 鉄 プ
ロ パ テ
ィ マ ネ
ジ メ ン

中軸施策「静岡の特徴ある
商業空間の形成」に位置付け
られた事業である。 

コンパクトシティの実現を
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ャトルバス運行検討
事業 

内容 
新静岡セノバ・新静
岡駅・バスターミナ
ル～静岡伊勢丹～静
岡駅・バスターミナ
ル等を周回するシャ
トルバスの運行検討 

実施時期 
Ｈ28～ 

ト 株 式
会社、株
式 会 社
静 岡 伊
勢丹 

図り、徒歩や公共交通機関で
の回遊を推進することが求め
られる。特に、商都と称され
る静岡地区においては、来街
者の利便性向上や消費喚起に
向け、地区の商業機能の中軸
である大型店や交通結節点を
結ぶ周回バスの運行は有益で
ある。 

123-1 

事業名 
清水エスパルスホー
ムゲームシャトルバ
ス運行事業 

内容 
清水エスパルスホー
ムゲーム開催時に静
岡地区～スタジアム
（日本平）～清水地
区を結ぶシャトルバ
スの運行 

実施時期 
Ｈ21～ 

し ず て
つ ジ ャ
ス ト ラ
イ ン 株
式会社 

重点機能「交通」の充足に
向けた事業である。 
２地区一体的な活性化を推
進するためには、地域資源を
活用し、２地区の回遊・連携
を図ることが求められる。静
岡市のホームタウンチーム・
清水エスパルスのホームゲー
ム開催時に、静岡地区～スタ
ジアム（日本平）～清水地区
をシャトルバスで繋ぎ、アウ
ェイチームサポーター（市外
からの来街者）を含め、１万
人を超える観戦者が２地区間
を回遊し得る事業を推進する
ことは有用である。 

  

124 

事業名 
松坂屋静岡店第一パ
ーキング立体駐車場
等建替事業 

内容 
松坂屋静岡店第一パ
ーキング等の建替
（敷地面積：514
㎡、延面積 2,666

㎡、階数：地上４階、
駐車台数：142 台
（建替前 153台）） 

実施時期 
Ｈ27～28 

株 式 会
社 大 丸
松 坂 屋
百貨店 

重点機能「交通」の充足に
向けた事業である。 
コンパクトシティの実現を
図り、徒歩・自転車や公共交
通機関での来街を推進すると
ころだが、相対的にマイカー
での来街が多い現状において
は、多様な来街手段を受け入
れる環境の整備が必要であ
る。特に、マイカーでの来店
が多い大型店において、市
民・来街者にとっても利便性
の高い適切な駐車場の整備を
図ることは有益である。 

  

125 

事業名 
静岡市中心街駐車場
案内システム「おま
ちくーる」運営事業 

内容 
静岡地区中心市街地
の駐車場に関する情
報を、市民・来街者

公 益 財
団 法 人
静 岡 市
ま ち づ
く り 公
社 

重点機能「交通」の充足に
向けた事業である。 

コンパクトシティの実現を
図り、徒歩・自転車や公共交
通機関での来街を推進すると
ころだが、相対的にマイカー
での来街が多い現状において
は、多様な来街手段を受け入
れる環境の整備が必要であ
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がスマートフォン等
で享受できるシステ
ムの運営 

実施時期 
Ｈ24～ 

る。特に、地区内の商店街・
大型店の契約駐車場の位置や
満空情報、車高、営業時間、
左ハンドル可否等の条件検索
が可能なシステムの運用を図
ることは有益である。 

126 

事業名 
交通系ＩＣカード
「ルルカ」の地域カ
ード化検証事業 

内容 
公共交通ＩＣカード
の機能強化による地
域コミュニティ活性
化等の効果検証 

実施時期 
H26～ 

静 岡 鉄
道 株 式
会社 

重点機能「交通」の充足に
向けた事業である。 

商都静岡の再興を図るに
は、来街者が便利で有利に買
物を楽しむ環境を整備し、よ
り多くの誘客を図ることが必
要である。公共交通ＩＣカー
ドの機能を強化し、買物時等
広く地域で利用できる機会を
増強することによって、交通
利便性向上はもとより、地域
商業振興やコミュニティ活性
化を推進することは有用であ
る。 

  

 

 

【清水地区】 

（１） 法に定める特別の措置に関連する事業                                

該当なし 

 

（２） 認定と連携した支援措置に関連する事業                           

 

① 認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した特例措置に関連する事業       

該当なし 

 

② 認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した重点的な支援措置に関連する事業   

 該当なし 

 

（３） 中心市街地の活性化に資するその他の支援措置に関連する事業              

 

事業名、内容 
及び実施時期 実施 

主体 中心市街地の活性化を実現す
るための位置付け及び必要性 支援措置の内容 

及び実施時期 その他 
の事項 

115-2 

事業名 
静岡鉄道新車両導入
事業【再掲】 

内容 
２地区を結ぶ静岡鉄
道静岡清水線におい
て、情報提供用液晶
画面、車いす・ベビ
ーカー用スペース、

静 岡 鉄
道 株 式
会社 

重点機能「交通」の充足に
向けた事業である。 
２地区を小回り良く結び、
市民の日常の足として利用さ
れている静岡鉄道の車両は、
供用開始から 40 年が経過
し、老朽化が進んでいる。同
鉄道の車両を新たに導入し、
バリアフリー化、快適性の向
上、環境負荷の軽減、剛性の
強化等を実現し、公共交通利

支援措置 
地域公共交通確
保維持改善事業
（地域公共交通
バリア解消促進
等事業） 

支援措置実施時期 
Ｈ27～ 
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高効率モーター等を
備えた新車両全 24

両（12 編成）の導
入 

実施時期 
Ｈ27～ 

便性の向上や２地区間の往来
の向上を図ることが求められ
る。 

116-2 

事業名 
しずてつジャストラ
イン低床バス導入事
業【再掲】 

内容 
乗合バス車両（337
両）の低床化 

実施時期 
Ｈ11～ 

し ず て
つ ジ ャ
ス ト ラ
イ ン 株
式会社 

重点機能「交通」の充足に
向けた事業である。 
静岡駅北口や新静岡駅にバ
スターミナルを擁する静岡地
区においては、バスは市民の
日常の足として大変重要な交
通手段である。中心市街地へ
の交通アクセスを向上させ、
来街者の増加によるにぎわい
創出や地域経済活性化を図る
ためにも、高齢者や障がい者
にも利用しやすいバスの環境
整備を推進することが求めら
れる。 

支援措置 
地域公共交通確
保維持改善事業
（地域公共交通
バリア解消促進
等事業） 

支援措置実施時期 
Ｈ24～ 

 

117-2 

事業名 
静岡鉄道施設耐震対
策推進事業【再掲】 

内容 
静岡鉄道静岡清水線
の重要橋梁（古庄国
道橋、栗原跨線橋）
の耐震化 

実施時期 
Ｈ27～Ｈ30 

静 岡 鉄
道 株 式
会社 

重点機能「交通」の充足に
向けた事業である。 
２地区を小回り良く結び、
市民の日常の足として使用さ
れている静岡鉄道の橋梁は、
建設後 50 年が経過し、老朽
化が進んでいる。今後も２地
区の往来を安全に行うために
は、早急な耐震対策が必要で
ある。また、同橋梁は、災害
時の緊急輸送路である〝国の
大動脈〟国道１号及びＪＲ東
海道線上に架かっている。東
南海トラフ地震などの大規模
災害の発生が予想される中、
災害時の避難・救護活動、緊
急支援物資の輸送等を円滑に
実施するためにも、早急な耐
震対策が求められる。 

支援措置 
鉄道施設総合安
全対策事業 

支援措置実施時期 
Ｈ27～ 

 

127 

事業名 
静岡鉄道新清水駅バ
リアフリー化推進事
業 

内容 
静岡鉄道新清水駅の
バリアフリー化（電
車とホームの段差解
消） 

実施時期 
Ｈ29 

静 岡 鉄
道 株 式
会社 

中軸施策「徒歩・自転車で
の回遊・巡りやすさの推進」
に位置付けられた事業であ
る。 
バリアフリー新法の基本方
針によって、１日の乗降客数
が3,000人以上の鉄道駅は、
Ｈ32 年度までにバリアフリ
ー化を図ることとされてい
る。市民の日常の足や観光客
の移動手段として利用されて
いる静岡鉄道新清水駅のバリ
アフリー化を推進し、高齢化
社会に対応した安心・安全で

支援措置 
地域公共交通確
保維持改善事業 

支援措置実施時期 
Ｈ29 
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快適な環境を創出することは
有用である。 

 

（４） 国の支援がないその他の事業                                     

 

事業名、内容 
及び実施時期 実施 

主体 中心市街地の活性化を実現す
るための位置付け及び必要性 支援措置の内容 

及び実施時期 その他 
の事項 

128 

事業名 
ちゃり三保号Ⅱ運営
事業 

内容 
清水港（江尻乗り場、
日の出乗り場）～三
保半島へ通じ、自転
車を持ち込める水上
バスの運行等 

実施時期 
Ｈ25～ 

株 式 会
社 エ ス
パ ル ス
ド リ ー
ム フ ェ
リー 

中軸施策「徒歩・自転車で
の回遊・巡りやすさの推進」
に位置付けられた事業であ
る。 

清水地区に隣接する三保松
原は、風光明媚な全国有数の
景勝地であり、羽衣伝説と相
まって、これまでも市内外か
ら多くの観光客を集めていた
が、Ｈ25 に世界文化遺産の
登録を受けたことによって、
より多くの観光客を国内外か
ら集めるようになった。観光
を最重点機能とする清水地区
において、三保松原との連
携・回遊を強化し、観光客の
流入を促すことが求められ
る。また、三保松原へ通じる
道路の渋滞緩和等を図るため
にも、海上ルートの活用を図
ることは有用である。 

  

118-2 

事業名 
観光自転車ネットワ
ーク事業（レンタサ
イクル運営事業）【再
掲】 

内容 
市内各所におけるレ
ンタサイクルの貸与 

実施時期 
Ｈ25～ 

 

静 岡 市
観 光 自
転 車 ネ
ッ ト ワ
ー ク 協
議会 

中軸施策「徒歩・自転車で
の回遊・巡りやすさの推進」
に位置付けられた事業であ
る。 
静岡市は平坦な土地が広が
り、坂が少ない地勢的特徴を
有する。その特徴を活かし、
中心市街地内はもとより、中
心市街地から周辺観光地へ赴
く際など、自転車による回遊
を促進することが求められ
る。 

  

119-2 

事業名 
サイクルトレイン運
行事業【再掲】 

内容 
自転車を持ち込める
臨時電車の運行 

実施時期 
Ｈ16～ 

静 岡 鉄
道 株 式
会社 

中軸施策「徒歩・自転車で
の回遊・巡りやすさの推進」
に位置付けられた事業であ
る。 

静岡市は平坦な土地が広が
り、坂が少ない地勢的特徴を
有する。その特徴を活かし、
中心市街地内はもとより、居
住地から中心市街地への来街
や、中心市街地から周辺観光
地へ赴く際など、自転車によ
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る回遊を促進することが求め
られる。特に、自転車を持っ
たまま公共交通で来街し、あ
るいは２地区間を往来し、に
ぎわいの創出や消費喚起を図
ることは有用である。 

120-2 

事業名 
ちびまる子ちゃんラ
ッピング電車運行事
業【再掲】 

内容 
静岡鉄道静岡-清水
線における地域資源
アニメキャラクター
のラッピング電車の
運行（日に 13 本程
度） 

実施時期 
Ｈ27～28 

株 式 会
社 エ ス
パ ル ス
ド リ ー
ム プ ラ
ザ、静岡
鉄 道 株
式会社 

中軸施策「〝清水のタカ
ラ・チカラ〟の積極活用」に
位置付けられた事業である。 
静岡市・清水地区の地域資
源であるアニメキャラクター
を活かし、国内外からの来街
を促すことによって、にぎわ
いの創出や地域経済の活性化
を図ることが求められる。特
に、地域資源アニメに親しむ
ことのできる電車を運行し、
２地区間の往来を促し、回遊
性の向上を図ることは有用で
ある。 

  

129 

事業名 
エスパルスドリーム
プラザ無料シャトル
バス運行事業 
内容 
エスパルスドリーム
プラザ～新清水駅～
清水駅・バスターミ
ナル等を周回するシ
ャトルバスの運行 

実施時期 
Ｈ11～ 

株 式 会
社 エ ス
パ ル ス
ド リ ー
ム プ ラ
ザ 

中軸施策「清水の特徴ある
商業空間の形成」に位置付け
られた事業である。 
コンパクトシティの実現を
図り、徒歩や公共交通機関で
の回遊を推進することが求め
られる。特に、商業機能が大
きく減退傾向にある清水地区
においては、来街者の利便性
向上や消費喚起に向け、地区
の商業機能の中軸である大型
店や交通結節点を結ぶ周回バ
スの運行は有益である。 

  

123-2 

事業名 
清水エスパルスホー
ムゲームシャトルバ
ス運行事業【再掲】 

内容 
清水エスパルスホー
ムゲーム開催時に静
岡地区～スタジアム
（日本平）～清水地
区を結ぶシャトルバ
スの運行 

実施時期 
Ｈ21～ 

し ず て
つ ジ ャ
ス ト ラ
イ ン 株
式会社 

中軸施策「〝清水のタカ
ラ・チカラ〟の積極活用」に
位置付けられた事業である。 
２地区一体的な活性化を推
進するためには、地域資源を
活用し、２地区の回遊・連携
を図ることが求められる。静
岡市のホームタウンチーム・
清水エスパルスのホームゲー
ム開催時に、静岡地区～スタ
ジアム（日本平）～清水地区
をシャトルバスで繋ぎ、アウ
ェイチームサポーター（市外
からの来街者）を含め、１万
人を超える観戦者が２地区間
を回遊し得る事業を推進する
ことは有用である。 

  

 


